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 免疫染色の結果を受け、遺伝子改変マウス、ウイルスベクターを用いて MeA 特異的に
OXTR を欠損させたマウス、MeA 特異的に OXTR を発現させたマウスを作製し行動解析
(Fig.2)を行った。その結果、特異的欠損マウスでは社会性の障害(Fig.3 A)が、再発現マウス
では社会性の改善(Fig.3 B)が示された。以上の事から MeA に発現する OXTR は社会性の
制御に必須であることが行動レベルで明らかとなった。 










免疫染色と in situ hybridization 法によって MeA において OXTR 発現神経細胞の約 3
割が GABA作動性神経細胞であることが確認された(Fig.4)。また、GABA作動性神経細胞
特異的に creタンパク質を発現するマウス(Vgat-creマウス)とOxtrの遺伝子座を二つの lox 
P配列で挟んだ Oxtr fx/fxマウスを交配させ、GABA作動性神経細胞特異的に OXTRを欠
損させたマウスを作出した。行動試験によって社会性を評価した結果、社会性の障害が確
認された(Fig.5)。 
 次に OXTR KO マウスと Vgat-cre マウスを交配させ、ウイルスベクターによって MeA
の GABA 作動性神経細胞特異的に OXTR を導入したマウスを作出し社会性を評価したが、
社会性の改善は確認されなかった(Fig.6)。この理由として 
 1.MeA以外の領域の OXTR発現 GABA作動性神経細胞が社会性に寄与している 
 2.MeAの GABA作動性神経細胞以外の OXTR発現神経細胞が社会性に寄与している 
という 2つの可能性を考え、解析を行った。 
 1.について 
 神経活性化解析で見られるように OXTR と社会性について関係の深い領域として MeA
以外にも外側中核(lateral septum:LS)が挙げられた。また、LSにおいても先行研究でOXTR




 MeA において非 GABA 作動性神経細胞特異的に OXTR を発現させたマウスを作出し社
会性を評価した。その結果社会性の改善が見られた。また、MeAでの OXTR 発現神経細胞
についてさらに解析したところ、約半数がグルタミン酸作動性であることが確認できた




























































 A Oxtr遺伝子座を二つのlox P配列で挟んだOxtr fx/fxマウスのMeAに対し、AAV-creベクターをイ
ンジェクションしcre-lox PシステムによってMeA特異的にOxtrを欠損させたマウスを作出した。このマ
ウスの社会性を評価したところ、社会性の障害が確認された。 



















 A cre依存的に目的遺伝子を発現させるため、FLEXシステムを用いた。 
   2種類の異なるlox配列で目的遺伝子を逆向きに挟んだウイルスベクターを作製する。cre存在下では目的遺伝子が
反転し、転写が行われる。 










 A 非GABA作動性神経細胞でOXTRを発現させるため、逆FLEXタイプのウイルスベクターを作製した。 
 B このモデルでは社会性の改善が確認された。 
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